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別 紙 ３ 

平成２６年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号 Ａ６  

 

 ２．研 究 課 題 名 知識構成型ジグゾー法を基盤とする、研究リテラシー育成のための教材開発  

 

 ３．研 究 期 間  平成２６年 ４月 １日 ～ 平成２７年 ３月３１日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

下郡 啓夫 函館工業高等専門学校・一般科目理数系 准教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

重田 勝介 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

中里 陽子 お茶の水女子大学・教育開発センター 特任講師  

    

    

    

 

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究は, 知識構成型ジグソー法を基盤とした学習によって，個別学習とどのような違いがあるの

かを検証したものである． 

【対象】函館工業高等専門学校 ３年物質工学科 学生３８名（男子２３名・女子１５名） 

【実験検証日】2014/12/05～2014/12/12 

【実験検証内容】 

12/5(金) Chromebook の操作方法の説明（担当：重田） 

12/8(月) 実施に関する事前説明（担当：下郡） 

 ○知識構成型ジグソー法を基盤とした，ICT(Chromebook)使用による協調学習と個別学習を実施 

  する前の，事前アンケート実施(すべて４段階の回答) 

（内容）①活動満足（期待）度 

②食品安全問題に対する関心度 

③批判的思考態度 

          ④自己制御学習方略 Ａ．確認的方略 Ｂ．プランニング方略 Ｃ．人的リソース方略 

○学生への問題提起： 

事前に『「食の真の安全」が保障されるには，そのようなことが必要か，考えを述べよ．』とい 

うことを書かせた． 
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（研究成果のつづき） 

 ○実験群・統制群の分割 

  無作為に，実験群[Chromebook を利用した，知識構成型ジグソー法を基盤とする協調学習を 

  行う学生群]12 名，統制群[個別学習を行う学生群]19 名に分けた．また，実験群は，３人１グル 

ープとし，それぞれ読解・情報リテラシー担当，数学リテラシー担当，科学リテラシー担当に 

役割分担を行った． 

12/8(月)～12(金) 

【検証実験】 

 ○実験群：下記活動を行った．（注）全活動は Chromebook を通した活動である． 

  Ａ．エキスパート活動 

①読解・情報リテラシー 

①の総合問題：「食品偽装問題がなぜ起こるのか、その理由を述べよ。」をまず個別で回答． 

その後，この問題を解くために，３つのヒント問題を提示．エキスパート活動（問題解決の 

柱となる課題に答えを出すための部品となる（それぞれ異なる）資料や活動に取り組む）実 

施．その回答を他の数学リテラシー，科学リテラシー分担者が見て，質問・意見を記入．そ 

れを受けて最終的な意見をグループで構築，総合問題の回答をし直す． 

②数学リテラシー 

②の総合問題：「新聞記事に載っている事件について、この米を食べるとほんとに危険か、危 

険ではないか。またその理由も述べよ。」をまず個別で回答．その後，この問題を解くために， 

３つのヒント問題を提示．エキスパート活動（問題解決の柱となる課題に答えを出すための 

部品となる（それぞれ異なる）資料や活動に取り組む）実施．その回答を他の読解・情報リ 

テラシー，科学リテラシー分担者が見て，質問・意見を記入．それを受けて最終的な意見を 

グループで構築，総合問題の回答をし直す． 

③科学リテラシー 

③の総合問題：「食品中の発がん物質について、リスクはどのように考えられているか。」を

まず個別で回答．その後，この問題を解くために，３つのヒント問題を提示．エキスパート活 

動（問題解決の柱となる課題に答えを出すための部品となる（それぞれ異なる）資料や活動 

に取り組む）実施．その回答を他の読解・情報リテラシー，科学リテラシー分担者が見て， 

質問・意見を記入．それを受けて最終的な意見をグループで構築，総合問題の回答をし直す． 

Ｂ．ジグソー活動【12/10(水)～11(木)】 

   上述のエキスパート活動で得た，それぞれのエキスパート活動の総合問題の回答を説明．そ 

れを受けて，最初に提示した問題『「食の真の安全」が保障されるには，そのようなことが必 

要か，考えを述べよ．』をグループで考える． 

Ｃ．クロストーク活動【12/12(金)１・２校時】 

    Ｂ．のジグソー活動の共有とともに，最初に提示した問題を改めて文章化する． 

 ○統制群：上記課題を個人で相談することなく，すべて行う． 

【事後アンケート】 

（内容）は，事前アンケートと同じ．事前・事後の意識変容等の分析のために行った． 

 

【結果】（担当：中里） 

（分析方法）「事前／事後」×「実験群／統制群」の 2 要因分散分析を行った． 

（主な結果） 

①活動満足度において， 

○統制群では，事前と事後の満足度得点に有意差があった（p<.01）． 

○事後の満足度得点については，統制群よりも実験群の方が有意に高かった（p<.01）． 

 ②プランニング方略について， 

○実験群では，事前と事後のプランニング方略得点に差がみられる傾向があった（p<.10）． 

○事後のプランニング方略得点は，統制群よりも実験群の方が有意に高かった（p<.05）． 

 

 


